
①①研究人材・研究体制の支援方策研究人材・研究体制の支援方策
②②研究環境・基盤の整備方策研究環境・基盤の整備方策

③③研究費の支援方策研究費の支援方策
④④研究時間の確保研究時間の確保

「我が国における学術研究動向調査」の実施について（案）

①①過去１０年間の研究の展開過去１０年間の研究の展開

②②現在、研究者の関心が集中しているテーマ現在、研究者の関心が集中しているテーマ

③③国際的な研究動向国際的な研究動向

今後、１０年間で特に進展が見込まれるテーマ今後、１０年間で特に進展が見込まれるテーマ

国に求められる国に求められる

各研究分野・領域における 将来現状

（１）（１）研究手法の特性研究手法の特性

（２）（２）研究内容の特性研究内容の特性

（３）（３）研究成果の特性研究成果の特性

研究分野・領域の特性研究分野・領域の特性

研究分野・領域
の特性に応じた

何をすべきか何をすべきか何が不足しているのか何が不足しているのか

【【調査項目調査項目Ⅰ】Ⅰ】

研究動向研究動向

【【調査項目調査項目Ⅱ】Ⅱ】
研究分野特性研究分野特性

【【調査項目調査項目Ⅲ】Ⅲ】
必要な条件必要な条件
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